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は じめに

　防災の 日常化は、防 災 関係者に とっ て 大 きな 課題の
一

つ で あ る。災害は 、 ひ とたび 発生すればそ の 被害は甚大

で あ るが 、発生そ の もの は低頻度ない し超低頻度 であ る

ため、日常の 生活の中に実感を持っ て 位置付けるこ とが

難 しい か らで あ る。
　防災に は様 々 な 側面 が あ る 。

「災害 に 強い まちづ く

り」、
「顔の 見える関係づ くり」な どがその 要素で あ るが、

こ と発災直後の 災害応急対施の 段階で は 、 被災地域の 自

力に よ る不 測事態対処 が 中心 的活動 と な り、そ の 成否が

その 後の復旧
・
復興に 大きな影響を与える 。

　私達は、防災の 日 常化 に向け た最 初の ス テ ヅ ブ と して 、

不測事態対処の 訓練を恒常的に行なう仕組み作 りを考

え た。その 結果、 それ自体は各種の イベ ン トを支援する

ボラ ン テ ィ アの 組織で あるが 、同時に 既存の災害救援 ボ

ラ ン テ ィ アの 訓練の場 を提供 し、 さ らに 災害救援ボラ ン

テ ィ アの 予備軍の 育成も可能 にする仕組み を市民とと

も に作 る こ とがで きた 。

　小論では、実働の防災訓練と して イベ ン ト支援を活用

して い る三 重 県の 災害救援ボ ラ ン テ ィ ア の 実例を紹介

し、 その モ デル ケー
ス として の 可能性を考察し たい 。

1　 問題 の所在

　三 重県で は 、 阪神 ・淡路大震災以降、様々な形で災害

救援ボラ ン テ ィ ア が活 動 を開始 して い た が、97 年 1 月
の ナホ トカ号重油流出災害へ の対応と 、 同年 2 月に行な

われた災害救援ボラ ンデ ィ ア に関す る 「円卓会 勸 を契

機に
、着実な ペ ー

ス で 災害救援ボ ラ ン テ ィ アの 全県規模
で の 組織化 が図られ て い っ た。そ の 結 果、98年 1月 17
日に 「災害救援ネ ッ トワークみ え（略称 NAD ・Mie）」 が

結成された。こ の 「NAD −Mie」 結成 に大 きな役割 を果

た したの が、の ちに DIG（Disaster　lmagination　Game ）と名
付 け られた簡易型の災害図上訓練で あっ た。

　DIG は、あ る意味で は従来の 大掛 か りな防災訓 練へ

の ア ンチテーゼ として考案されたもの で ある。DIG は 、

「大 きな地図を囲んで 災害対策本部運営の シ ミュ レー

シ ョ ン をしよ う」 とい うもの で あるが 、 比較的簡単に実

施 で き、参加者の 当事者意識も容易に喚起 で きる。また、
参加 者の 連帯感を醸成する こ とも可 能で あるが 、身体よ

りも頭を働 かせ るもの で あり、実働とい う点 で は リア リ

テ ィ
ーに欠ける面は否定し難い 。

　現爽問題 と して 、 生身の 人閥をある程度 まと ま っ た規

模で 動か す実働訓練は、DIG の ような 図上訓 練 とは 異

な り、特 に経費の 面から頻繁に実施で き る もの で は な い 。

年 1回程度の 実働訓練で 、 しか もボ ラ ンテ ィア に 「シ ナ

リオ で 明示されたボ ラ ンテ ィ ア」と して の 活動 が 求 め ら

れる展示訓練で あれば、災害救援ボラ ンテ ィァ の 立 場か

らすれば十分な訓1練とはい えない 。実戦に近い 形の 適当

な 訓練はない もの か 。続発する災害救援に 出向くとい う

OIT しか実働訓練の 機会はない の か。災 害救 援 ボ ラ ンテ

ィ ア にとっ て、日常的かっ 地元で役立 つ 実働訓練の機会

を見つ ける こ とは 、 大きな課題で あっ た。

2　 イ ベ ン ト支援と災害救援の類似性と実益

　（1）経Pt
　98 年 4 月 、 そ れ まで 三 重 県消防防災課に所属 し、地

域防災計画 の 見直 しや被害想定調 査 の 実施な ど に携わ

っ て い た平野 は 、文化行政を所管する文化課に 異動 した 。

平野の 職務は、そ の秋（98年 10〜11月）に 予定されてい

る 「み え歴 史街道 フ ェ ス タ」 の 企画 ・運営で ある 。 こ の

イベ ン トは地域振興をめざす大規模イ ベ ン トで あ るが 、

企画段階で は従来型 の 行政主導イベ ン トとして 準備が

進められて きた。しか し、
「生活者起点 の行政J を推進

して い る三 重県 政 に とっ て は、こ の イ ベ ン トの 在り方に
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つ い て も見直 しの 対象となっ て い た。その 対応策の
一

つ

が、公 募 した一
般ボ ラ ンテ ィア にイベ ン トの 企画 ・運営

等の
一部を担っ て もらい、より直接的に住民 の参加を得

た住民本位の イベ ン トにするこ と であっ た 。

　ス ポ ンサーで もあ る県民に、汗 までか い て も らお う と

依頼する こ と自体が、行政 と して は決意の い るこ とで あ
る 。 また、行政 に と っ て お客 様 で も あ る住 民に ど こ まで

依頼 して よい もの か、その 見極めも大変難 しい もの であ

っ たe こ の 意味 で は、三 重県は 条件 に恵まれて い たと言

うこ とがで きる。 D 苴G に よっ て 訓練され、行政 の カ ウ

ン ターパートとな り得る こ と を立 証 して きた熱心 な 市

民 たち（の ち にい う 「率先市民」 ）と行政との 間での パ ー

トナー
シ ッ プ構築の 前例が あっ たから で あ る。い うまで

もなくその 中心 に 「NAD −Mie」 が あっ た 。

　災害救援 ボ ラ ンテ ィ ア である 「NAD −Mie」 に、イベ

ン ト支援 と い う
一

見活動範疇 にない ようなボラ ンテ ィ

ア を して もらうこ とに なっ た きっ か け は何だ っ たか 。 そ

れは、直接的には 平野
・
古市に よ る 呼び か けであ り、間

棲的に は小村 が 「NAD −Mie」 の 主要 メ ンバーに呼 び か

け た メ ッ セージ 「災害救援の セ ンス は、ど うすれ ば磨く

こ とが で きる か ：防災訓1練（？りと して の イベ ン ト支援を

考える」の 誘因効果が 少な か らずあっ たよ うに 思わ れ る。

　（2》イベ ン ト支援 と災害救援の 類似性
　 イベ ン ト支援と災害救援の類 似 性 に つ い て は 、小 村が

メッ セージ を発 した時点で は、十分 に整理されて い たわ

けで は な い 。 だが、振 り返 っ てみ る と 、 両者に は意外な

ほど類似点が多い こ と に気付 く。
　まず、レベ ル の差 こ そ あれ 、 不測事態へ の 対処とい う

点で両 者は共通して い る。 前述の ように災害救槻（防災）
は 、こ と災害応急対策と呼ば れ る緊急事態対応の フ ェ イ
ズ におい て は、いか に して 不測の 事態 に対応するか が焦

点 とな る。い うまで もな く、 災害時とイベ ン ト時とで は

想定 され る事態の 規模や質には歴然と一L た差はあ る も

の の 、不 測事態対処 とい う基本的 な性格は同 じで あ る 。

つ ま りイベ ン ト支援は、災害救援 の本質を、低い レベ ル

で あ っ て も実際 の 状況 下 に おい て 体験で き るの で あ る。
言葉を変えれば 、 イベ ン ト支援は災害救援 の orT で あ
る と言っ て よ い で あろう。そ れ に よっ て 、 仕切 りの セ ン

ス の 有無や 上手 下 手が 明 らか とな り、繰 り返 して い くう

ちに 技能の 向 上 も可 能 とな ろう。

　特 に 、 本部の 運用訓練としての 意義は大きい。災害救

援 活動で も イベ ン ト支援 で も、短時間の うちに 、 人 、 モ

ノ、カ ネそ して情報 を効率良 く運用す るた め には、きち

ん と した本部 機 能 の 発揮が 不可欠で ある 。災害救援や イ

ベ ン ト支援 における ボラ ンテ ィァ 活動は、人数も経験の

有無も年齢層も性別も予測がつ か ず 、 どの ような作業が

必要と され るか も十分判らな い 。こ の よ うな状況で の ボ
ラ ンテ ィ ア の マ ネ ジ メ ン トの 良 し悪 しは、まさ しく本部

機能の 発揮の 如何 に かか っ て い る が、こ れは両者に 共通

する もの であ る 。 つ ま り、 イベ ン ト支援 ボ ラ ン テ ィ ア セ

ンターの立ち上げは、レベ ル の 差 こ そ あれ、災害時にお

け るボ ラ ン テ ィ ア 受け 入れ 本部の 運用訓練と して考え

るこ とが可能なの で あ る 。

（3）防災訓練 と して の イベ ン ト支援の粟益

　防災訓練 と して の イベ ン ト支援 には、純然 た る防災訓1
練、特 に ボラ ンテ ィ ア に ボ ラ ン テ ィ アの 役割を演 じて も

ら う展 示 訓練 と比べ て 、幾つ かの メ リッ トがあ る。
　まず 、 イベ ン ト支援の 場合、ボ ラ ン デ ィ ア が自己実 現

を実感 で きる点が あ る 。 自分 の 活 動 の 意 義 が 目に見 え る

とい うこ とは、ボラ ンテ ィ ア活動 を続 け てい く上で の 大

きな推進力 とな る 。 次に 、 イベ ン ト支援の場合は 、
「楽

しそ う」
「面白そ う」 とい っ た軽い 「乗 り」 で参加する

こ とがで きる。防災訓練とい うと、「責任感」 「真剣さ1
とい っ た 言葉が 連想されが ちで あるが 、 それに 比ぺ て イ
ベ ン ト支援の 場合は 間ロ が広 く、自然体で取り組んで も

ら うこ とが 可能である。 さらに、訓練参加者に成功体験
を持たせ るこ とも、イベ ン ト支援で あれ ば比較的容易 で

ある。イベ ン ト支援は幸い に して、多少の トラ ブル こ そ

あれ、生死 に 関わ る こ とや経 済的に 大きな 損失を伴うこ

とは発生 しに く く 、 多くの 場合 、
「やっ て よかっ たね」

とい う和やか な雰囲気の うちに終 わ るか らで ある 。

　主催者に とっ て もメ リヅ トは 大きい 。ヤル 気の あ る地

元 住 民 を、村 お こ し町おこ し とい っ たイベ ン トに 目然に

体で参 hllして もらうこ とがで きる からで あ る。そ して何
よ り大 きな こ とは、行政 を は じめ とす る主 催者と熱心 な

住民との間に 「顔の 見え る」 関係づ くりが可能 な こ とで

あ る。「災害救援 におい て も大切 な こ とは 、 普段 か らの

顔の 見える関係で ある」 とは、言 い 古され た感もあ る言

葉で あ るが、こ の よ うな 関係づ く りの きっ か けは実は必

ず しも多 くは な い。イベ ン ト運営に携わ b一緒に汗をか

くこ と は 、形式的で 目的的な会議に何度も出席するより

も、 より親密な関係をつ くれ るチ ャ ン ス が 多い 。 行政に

とっ て はボ ラ ン テ ィ ア との 付き合い 方を、ボ ラ ンテ ィ ア

に と っ て は 行政 の 考え方を、共に和やか な雰囲気の 中で

学ぺ る とい うこ とは 、 得難い 機会で はない だろ うか。

　こ れ らの 点は、イベ ン トの 準備段 階 で は 十分 に 意識さ

れ て は い た とは言えない 。 む しろ、 イ ベ ン トの 具体的な
企 画・事前調 整等に没 頭 せ ざ るを得な か っ たとい うの が

実情で あっ た。しか し、 ボ ラ ン テ ィ ア にイベ ン トの 企

画・運営の
一

部を担 っ て もらお う と決 断 した 時点か ら、
徐々 に 災害救援ボ ラ ンテ ィ アの 訓練 と して の イベ ン ト

支援とい うコ ン セ プ トが 形作 られ て い っ た こ とは事実

である。そ こ で 、
「み え歴史街道 フ ェ ス タJ における実

例を紹介 しつ つ 、こ の コ ンセ プ トが 出来あが っ てい っ た

過程を振 り返 っ てみ た い 。

3　 「み え歴史街道フ ェ ス タ」 におけるボラ ン テ

ィ ア の 活動事例 に 学ぶ

　（1 ）「フ ェ ス タボ ラ ン テ ィ ア 」 の あ らま し

　 「み え瀝 史街道 フ ェ ス タj は 、 98 年 10 月 10 日か ら

11月 8 日 まで の 30 日閥、三 重県各地で 行な われ た、地

元に残 る歴史街道をモ チーフ に した地 域振興イベ ン ト
で あっ た。 こ の イ ベ ン トの 支援 ボ ラ ン テ ィ ア は 「フ ェ ス

タボラ ンテ ィ ア 」 と呼ば れ 、 10代か ら70代まで の 5t7
名が登録 し、30 を超え る イベ ン トを支援 した。
　 「フ ェ ス タポラ ン テ ィ ア 」は、主だ っ た 活動内容か ら
大 きく 2 つ に分 け られ た。
　まず、一般ボ ラ ンテ ィ ア に相当する 「イベ ン トボ ラン

テ ィ ア 」があ る。自分の 好きなボ ラ ン テ ィ ア活動 内容を

選び 、 現場貴任者の指示に従ういわば 手足となっ て 活動

する 層 で あ る 。 中に は 「イベ ン トボ ラ ン テ ィ ア 」の 常連

とな り、現場で の 主導的な 役 割 を任うようになるボラ ン

テ ィ ア もい る。

　もう
一つ は 、 主催者側から寄せ られ る様々な ボ ラ ンテ

ィア 活動の ニ
ー

ズ と、「イ ペ ン トボ ラ ン テ ィ ア 」 か らの

参加希望とい う形 で 寄せ られ るボ ラ ン テ ィ ア 活動の シ

ーズ とを調整す る 「ハ ローボ ラ ンテ ィ ア」 であ る。名前

か ら も判 る ように 、
「ハ ロ

ー
ワーク」 （公 共職 業安定所）
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の ボラ ンテ ィ ア版 で あ る。イベ ン トの 準備中か ら地区担
当制をとり、担当地区内の ボラ ンテ ィア の 連絡調整を

一

気 に引き受け、イベ ン ト会場におい てはボラ ンテ ィ ァセ

ン ターを差配 して多 くの 「イベ ン トボラ ン テ ィ ア 」を活

動現場に送り込む。 この ような仕組みを準嚇期間中か ら

稼動させ、少 しずつ 改良を加 え て い っ たの であ る 。
「フ

ェ ス タボラ ンテ ィア jの 総数 S17 名中常に 8名の ボ ラ ン

テ ィア が 「ハ ローボラ ンテ ィ ア」 の 役割を果た した 。 こ

の うち 2名は 「NADMie 」 の メ ン バ ーで もあっ た 。

　（2 ）「フ ェ ス タボラ ンテ ィ ア」 の 多面牲

　平野、小村 と もに 、
「フ ェ ス タボ ラ ン テ ィ ア」 が持 つ

多様な側面をそれぞれに感 じて い た。

　平野 は、イベ ン ト支援ボラ ンテ ィ ア であ る 「フ ェ ス タ

ボ ラ ンテ ィ ア」 が災害救援ボラ ン テ ィ ア で ある 「NAD −
Mie」 の コ ア メ ン バ ーの トレーニ ング ・プ ロ グ ラム 足 り

得 るの で はない か、との発 想 を 当初 か ら持っ て い た 。

「NAD −Mie」 の メ ンバ ーには、全県規模 の 災害救援 ボ

ラ ンテ ィア ネッ トワークの中枢要員 と して 、 図上訓練の

み な らず、実働 訓練 に よ っ て 、そ の 災害救援の 技能を高
め ておい て ほ しか っ たの で ある。

　
一方 小村 は、自衛隊が行っ て い る こ とをボ ラ ンテ ィア

で も実践で きるかを試 してみ た い とい う思惑が あ っ た。
災 害救援 につ い て 、 自衛隊が持 っ て い るノ ウハ ウ は まだ

ま だ 知 られて い ない 。そ の 中の 幾つ かはボ ラン テ ィ ア で

も実行可能なの で はな い か 、 とい うア イデ ィ ア を前 々か

ら暖め てい たもの の 、それを実践で試す場はなかな か な

か っ た。
「フ ェ ス タボ ラ ンテ ィア 」 に よっ て、自衛隊の

ノ ウハ ウ を応用す る 機会を得たの であ る。
　結論か ら言えば、平野、 小村の考えは実証された。 そ

して それ以 上に 「フ ェ ス タボ ラ ン テ ィ ア 」は 2人の 予 想

を こ え た成果を生み出した。 詳細は後述するが 、
「フ ェ

ス タ ボ ラ ン テ ィ ア 」の 活 躍 に よ り、三 重 県の 災審救援ボ

ラ ンテ ィ ア は新 たな 領域 に入 る こ とが で きたの で ある 。

　（3）「フ ェ ス タボ ラ ン テ ィ ア 」 の 活 動事例に学ぷ

　 「み え歴 史街道フ ェ ス タ」の 最後を飾 る 「グ ラ ン ドフ

ィ ナー
レ」 は、11月 7 日、8 日の 両 日 、 伊勢市の 「三 重

県営サ ン ア リーナ 」で行 なわ れ 、 天候 に も恵まれ、予測

を大 き く上 回 る 10万 人 の 来場者が あっ た e こ の 運 営に

は 、 主催者である県の 職員やイ ベ ン ト会社の他、200 名
を超 え る 「フ ェ ス タボラ ンテ ィ ア」が 携わ っ た。 初日は、
「言われたこ とJ を行う 「指示待ち型」 の 活動で あっ た

が、2 日目は、「言われ たこ と」 は 当然の こ と、「言わ れ

ない こ と」 につ い て も、自分た ち な りの 活動態勢を確立
し て 会場で の トラ ブ ル の 未然防止 に取 り組むとい う、
「問 題発 見 ・

対処 型 」 の 活動を行うこ とが で きた。
　 「グラ ン ドフ ィナーレ」での 「フ ェ ス タ ボ ラ ンテ ィ ア 」

の マ ネジメ ン トには、3 つ の 特徴を指摘で きよ う。

　第
一

に、本部の 組織作 りで ある ． こ れは 自衛隊の 本部

組織を参考に したもの で、本部長（指揮官）、 本部長補佐
兼 ス タ ッ フ の まと め 役（幕僚 長）以 下 、 活動に あた っ て 考

慮すべ き様 々 な点を、人事・総 務、情報、作戦、兵站の

4 つ の 要素に整理 し 、各グループ がそれぞれの 観点から

対応す ると い うもの で ある。 また、本部ス タ ヅ フ を本部

機能の 発揮 に 専念 させ る ため、雑事（こ れ が意外に 多い ｝
を専門に担 うス タ ッ フ（自衛隊では 司令部付き隊などと

呼 ばれ て い る）が い た こ とも特筆 され る べ きで ある 。

　第二 に 、 活動内容の 調整方法で ある。まず、通称 「ポ

ス トイ ッ ト方式」 と呼ばれ る方法を用 い て 、
「イベ ン ト

ボ ラ ン テ ィ ア 」 の 活 動 の 調整 を行 な っ た点で ある 。
「ポ

ス トイ ッ ト方式」とは、各部署か らボラ ン テ ィ ア の 求人

票を送 っ て もらい 、ボ ラ ンテ ィ ア セ ン タ
ーに こ れを掲示、

「イベ ン トボ ラ ンテ ィ ア 」ば、自分の 名前をポ ス トイ ッ

トで貼 りつ け、 人数 が まとまり次第活動に と りか か ると
い う、ボ ラ ンテ ィ ア の ニ ーズ とシーズ を調整す る簡単な

方法である 。 また、活動にあたっ て は、  オ リエ ン テー

シ ョ ン（簡単な 注意書きの 配布）、  ブ リーフ ィ ング（各活

動場所で の 作業内容の 説明）、   活動、  デ ブ リーフ ィ

ン グ（活動日誌の記入）とい う節目を作 り、 役割認識の徹
底 や 、 事故の 未然防止、本部 と して の 問題点の 把握など

を心が け た．活動内容の 調整は、「ハ ロ ーポラ ンテ ィ ア」

や 「NAD −MieJ など訓練されたボラ ンテ ィ ア が 、 他の

ボ ラ ン テ ィ ア をリードする形で行われた。 こ の ような方

法は、行政 な どが ボ ラ ンテ ィア 受け入れ本部を設置する

際 の一
つ の モ デ ルケース として考える こ と がで きよ う。

　第三 に、自ら問題 点 の発 見 と対処を実施 し たこ とが あ

る。会場 内に偵察ス タッ フ を派遣 し、一般市民の 視線で

問題点を発見、自前の 十数台の トラン シーバ ー
を使 っ て

本部に連絡し 、 本部で は 「連絡票」 に記入 した上で ス タ

ッ フ が対策を考え、 最終的に は本部長 が決定 し、 主催者

（行政）と調整 の 上で 自ら対処す る と い う
一

連 の 流れで

あ る 。ボ ラ ンテ ィア 本部は 県の 現地本部の 隣に設置 さ れ

て い た が、何か 不都合が ある場合にはお互 い に行き来 し

て 必 要な苅策を取る とい う、主催者 と 「フ ェ ス タ ホラ ン

テ ィ ア」の調 整メカ ニ ズム も出来あが っ て い っ た。単に

主催者（行  の 要請を待 っ て動 くの では な く、 自ら問題

を探し出 して 対処す るとい う こ とは、今後の 災害時の ボ
ラ ンテ ィ ア 活動にお い て必要とされ るこ とで あろう。

　（4）「ハ 囗一ボラ ン テ ィ ア・ネ ッ トワ
ー
クみえ」 の誕生

　 「フ ェ ス タボラ ンテ ィ ア」 は、「みえ歴史街道 フ ェ ス

タ 」が 終 了す れ ば解散す る はずの もの で あ っ た 。 しか し、

イベ ン ト支援の 楽 しさを知 っ た者か ら、自然発生的 に こ

の 出会 い を一過性の もの に したくない とい う声が出て

きた。こ れ は、乎野 ・古市に とっ て は大変嬉 しい 反 応で

あ っ た 。 そ こ で、旧知の 「ハ ロ ーポ ラ ンテ ィア 」 と相談

した結果、「み え歴史街道 フ ェ ス タ 」 で集まっ たボ ラ ン

テ ィ ア 有志が 中心 に な っ て 、 イベ ン ト支援を活動の 対象

と する新 しい ボ ラ ン テ ィ ア ・ネッ トワ ークを結成 しよ う

と い うこ と にな っ た ． そ して 、 98年 12 月 、
「ハ ロ

ーボ

ラ ン テ ィ ア ・ネ ヅ トワ
ークみ え」 （通 称 「ハ ホ ネ ッ ト」 ）

が誕生 し たの であ る。

　 「ハ ボネ ヅ ト」は、自治体などが主催す る公共性 の高 ．
い イペ ン トに つ い て、主催者の依頼に よ り運営の 支援を

専門的に行 うボ ラン テ ィ ア 団体で ある 。 具体的 に は、支
槻要請の あ っ たイベ ン ト主催者との 協議、二 a 一ス レタ
ーによ るボ ラ ン テ ィ ア 募集とい っ た事前準備や、イベ ン

ト当日の ボ ラ ン テ ィ ア 受 け入 れ本部の 立ち上げ、 ア ンケ
ートを介 しての 新 しい ボ ラ ン テ ィ ア の 掘 り起 こ しなと、
様々 なイベ ン ト支援活動を行っ てい る e

　 「ハ ホ ネ ヅ ト」は
一

義的には イベ ン ト支援ボ ラ ンテ ィ

ア で あっ て 、 災害救援に 関する意義や役割を謳 っ て い る

もの で はな い 。しか し、災害救援の 観 点か ら見 る と、災

害救援 ボ ラ ン テ ィア 活動の OJT の機会を提供 して お り、
さ らに期せ ずして 災害救援ボラ ンテ ィ ア 予備軍 の 育成
をも行 っ て い るので はな い か と思われる。 こ の こ とは、
防災の 日常化 とい うテ

ー
マ か らす ると、大 変大 きな 可 能

性を秘 めて い ると思われ る 。 そ こ で、最後にその点につ

い て 考 えて み るこ とに したい 。

一218 一

N 工工
⊥Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

「

4　防災の 日常化の ために

　 （1）「楽 しくなければ長続きしな い 」

　 災害救援にっ い て 考え る とい うこ とは、多くの 人 に と

っ ては、非日常的な行為で ある。「防災 ！防災 ！ ！」 と

満 高に叫 ん だ と こ ろ で、い つ やっ て くるか もわ か らな い

災害に対 して 日々対応策を考え続けられる 人 は い な い

だ ろ う。そ の た め、一般 の 人 に抵抗感な く災餮救援 に つ

い て考えて もらうためには、何らかの 工 夫が必 要 とな る 。

こ の 工 夫を考え る一
つ の キ

ー
ワ
ー

ドは、「楽 しい 」
「面

白い 」 で は な い だ ろうか e

　 「み え歴史街道 フ ヱ ス タ」に参加 した多 くの ボラ ン テ

ィ ア に と っ て も、そ の 後 「ハ ボネ ッ トJ に登 録 した 多 く

の ボ ラ ン テ ィ ア に と っ て も 、 自分達の 活動が 防災面 での

意義を持っ て い る とい う意識は恐らく希薄であ ろ う。な
る ほ ど、

「ハ ボネ ッ ト」 の コ ア メ ンバ ーの何 人 か は、
「NAD −Mie」 の メ ンバ ーと重 な っ て い る こ ともあ っ て、

イベ ン ト支援と災害救援の 類似性 に つ いて、ある程 度の

認識を持っ て い る 。 しか し、イベ ン トへ の 興 味や イベ ン

ト支援の 楽しさか らボ ラ ンテ ィ ア の 世界 に足を踏み 入

れ た者であ れ ば、こ の 類似性に気が つ か な くと も不思議
はな い 。 しか し、む しろそれ ゆえ に、こ の イベ ン ト支援
ネ ッ トワ ークは防災の た め の 仕掛 け と して 優れ た特微

を持っ て い る とい うべ きではない だろ うか 。

　「フ ェ ス タボ ラ ンテ ィ ア Jや 「ハ ボ ネ ヅ ト」の メ ン バー

は、自分が楽 し く面白い か らイベ ン ト運営の 支援を行な
っ て い る。それで い て、災害救援 とイベ ン ト支援 に 共 通

する 重要な ノ ウハ ウを知 らず知 らず の うち に身 にっ け
て い っ て い る 。 災害対策本部の 機能発揮の 重要性や災対

本部で物事を処理する効率的な 方法、オリエ ンテーシ ョ

ン に 始 ま りデ ブ リーフ ィ ン グで 終わ る とい う作業 の 流
れ 、 自ら問題点を探 し出 して 対処 す る方法等々、こ れら
は イベ ン ト支援 の ボ ラ ンテ ィア 活動によっ て 体得 で き

る ノ ウハ ウで あるが、こ れらの ノ ウハ ウを持つ 住民 が増
えれば 増え るだ け、その 地域の 防災力 は 自ずと向上し、
災害救援はより容易 な も の とな る の で はない だ ろ うか。

　（2）「率 先市民j の ネ ッ トワーク

　それで は 、
「ハ ポ ネッ ト」、ある い は 「ハ ボネ ッ ト」の

母体 とな っ た 「フ ェ ス タボラ ンテ ィ ア 」の よ うな仕組み

は、どの よ う に すれ ばで き るの で あ ろ うか 。

　地域に と っ て 有益な仕組み づ くりは、行政職員の 本来
の 仕事の

一
つ で あ る。実際、多 くの 自治体 におい て、「防

災の 日常化 」
「防災ポ ラ ンテ ィ ア の 育成 」

「自主防災組

織の 活性化 」 とい っ た こ とを目的として 、 さ ま ざ まな仕

組み づ くりが なされてい る 。 ただ 、 大 変残念な こ とで は

あ るが、画期的 な手法は い まだ開発されてい ない よ うに

思われ る。では 何故 、 三 重県におい て これほ どユ ニ ーク

な仕 組 み が 生 まれ たの だ ろうか。そ れ は 、 三 重県に おい

て は、出来あが っ た仕組み を市民が活用するの で はなく、
仕組 みつ く りの 過 程 か ら市民が 当事者として積極的に

携わ っ て い るか らで は ない だ ろうか 。

　ボ ラ ンテ ィ ア とい う言葉は 英語の 「Nk）111nteer」 をそ の

ままカタカ ナ標記 した もの で あ り、日本語の 適訳が ない

が、平 野は 「率先 市民 」 とい う齧葉を用 い て い る。 率先
とい う言葉が示すよ うに 、 ボ ラ ン テ ィ ア とは 「気づ い た

こ とを 先立 っ て 実行 して い る熱心 な市民た ち」で は ない

か と思われ るからで ある。三重 県における行政 と「率先

市民 」 との 付 き合 い 方 は、「仕組み を作 りました の で お
使い 下 さい 」とい うス タ ンス ではな く、仕組み づ くりの

ご く初期の 段階か ら 「率先市民」との 協働作業が始めら

れ 、 キャ ッ チボール を しつ つ 仕組 みをつ くる とい うもの

な の である 。 だ か らこ そ、ボ ラ ンテ ィ ア、否、
「率先市

民」 も、 当事者の一
貝として 自分たちの もの と して、熱

心 に取 り組んで い るの であ る 。

　これらの こ とか ら判 るこ とは、一方に 「率先市民」の

感覚を持 っ た行政職員がお り、他方に 行政とキャ ヅ チ ボ
ール の で きる 「率先市民」が い る こ との 璽要性 であ る。

そ して こ こ で 問われ るべ きは 、 こ の ような人材が「い る」
「い ない 」 で はな く 、

「掘 り起 こ して い るか 」
「育て て い

るか」 であ る 。 行政職員の中に隠された 「率先市民」 の

セ ンス は掘 り起 こ され な ければ な らない し、
「楽 しそう

で面白そ うなイペ ン トだか ら」ボ ラ ン テ ィ ア 活動を始め

た 人が、経験を重ね 自らの 「率先市民 」 と しての感覚を
鍛 え るの み な らず、行政の論理 も理解で きる ように なる

こ との 意味は大きい 。三璽県では、両者がお互 い に 「率
先市民」 と して の 感覚を研ぎ澄 ま しあ い、相互 に影響を
与 え合 っ たからこそ 、注目に 値する

一
つ の モ デル ケー

ス

が 生まれた と い うこ とが で きるの で はな い だ ろ うか 。

おわりに

　こ れまで 見て きた よ うに、イベ ン ト支援ボ ラ ンテ ィ ア

活 動 は、直接的 には行政等が主催する イベ ン トの運営を

支援するこ とで社会貢献を し、 それ を継続 して い くこ と

で地域の 「市民力」を高め て い くとい う間接的な効果も
もた ら して い る。 地域の 「市民 力」 が高まれば、まちづ

く りな ど の 動きも今 ま で以上 に市民が 主体 となっ て参
加 してい くで あろ う し 、 災害時の 対応能力、す な わ ち「防
災力」 も自ず と高まるの で ある。この よう に考え る 時、
イベ ン ト支援を率先 して行う市民の 存在、そ して彼 らが

醸 し出す 「イベ ン ト上 手」 とい う地域性は、地域の 防災
機能を強化す る要因 と して 考える こ と が可 能 では な い

だろうか 。 い ささかプ ロ ボカテ ィ ブな 表現 か もしれない

が、災害文化の
一

つ と して 「祭 り好きな地域性」 とい う

もの が あ る とい うテ
ーゼ も生まれ るの で は な い か と思

われ る。

　災害救援に必要な セ ンス に は様 々な 指摘がなさ れて

い るが、最も重要 な もの は 「仕切 り」 の セ ン ス で あ ろ う。
「仕切 り」の セ ン ス は生得の もの があ ると い うが、そ の

セ ン ス を持っ て い る こ とに 本 人 自身 が 気付い て い ない

こ と もあ るだろ うし、機会が 与えられればそ の セ ンス を

より向上さ せ る こ とがで きる かも しれない 。小論で 見て

きた よ うに、不測事態へ の対処 とい う
一
点に限れば、イ

ベ ン ト支援 と災害救 援 の 本質は 同 じで ある 。 こ の よ うに

考える時 、 イベ ン ト支援は、 従来の防災訓練と は一
線を

画 す よ うに 見えて実は底 流 にお い て は つ な が っ てお り、
イペ ン ト支援 に よっ て災害救援に 必要な 「仕切 り」 の セ

ン ス を持つ 者が 見出 され、また磨 かれ るもの で は な い だ
ろ うか と思わ れ る。 そ して、イ ペ ン ト支援の ボ ラン テ ィ

ア 活動を継続 してい くこ とで、災害救援ポラ ン テ ィ アネ

ッ トワークの メ ンバ ー
の 技能を向上させ る とと もに、よ

り幅広 い層 の 者を、 そ れ と意識させ るこ とな く防災の 世

界に導 くこ とがで き、ひ いて は災害に 強い 地域づ くりに

貢献で きる の で はな い だ ろ うか。
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